コロンビア演劇人の来日をめぐって : ある市民グループによる国際交流の試み,もしくは冒険 by 吉川 恵美子
2008年の秋，南米コロンビアの劇団テアトロラカ
ンデラリアの演出家サンティアゴガルシアとパトリシア
アリサの2名が来日した。ガルシアは20世紀後半のラテ
ンアメリカ民衆演劇運動の推進者であり，集団創作の理論
家としても名高い。一方，アリサは，劇団活動のかたわら，
80年代からは社会的にマージナルな場にある女性ととも
に社会行動としての演劇を実践してきた人物である。この
招聘企画を起動させたのは市民グループ「テアトロラ
カンデラリア招請実行委員会」であった。私はその代表を
務める。ボランティアで構成される小さな市民グループが
紡いだ夢の航跡をってみたい。
「セキサノ」とサンティアゴガルシア
「夢」の出発点は「セキサノ」にあった。来日したガ
ルシアは「セキサノ」の弟子なのだ。私が「セキサノ」
という名前に出会ったのは，メキシコに留学していた
1979年だった。本来の留学目的は，あるスペイン人劇作
家のメキシコ滞在期の調査であったが，メキシコの演劇の
実情を内側から知りたいと考え，国立芸術院附属演劇学校
の演技と演出のクラスに飛び込んだ。1946年に創設され
た学校の校舎の壁には，「俳優にとってもっとも大切なの
は規律である」といった文言を記したプレートが何枚も掲
げてあった。そのほとんどが20世紀の演技術の基本を創
ったソ連の演出家スタニスラフスキーの言葉だった。演劇
学校にスタニスラフスキーの言葉が掲げられているのは不
思議なことではない。毎日，プレートを横目で見ながら時
間が過ぎていった。8ヵ月の研修が終わろうとする頃，友
人との会話の中でこのプレートのことが話題にのぼった。
「スタニスラフスキーの言葉が多いのね」，「この学校でセ
キサノが教えていたからだよ」。「セキサノ」とは日本
人佐野碩のことである。佐野碩については渡航前に日本で
も聞いたことがあった。戦前のプロレタリア演劇の闘士，
後藤新平の孫，鶴見俊輔の従兄弟，日本を脱出し，ソ連で
スタニスラフスキーやメイエルホリドの傍らで活躍した演
出家，そして，メキシコへの政治亡命者。しかし，当時の
私にとってこれらの事実は単なる情報に過ぎなかった。メ
キシコでも私の関心事はほかにあったため，佐野碩のこと
は忘れていた。しかし，自分の学び舎が佐野の活動の場で
あったこと，さらには，私が受講した演技クラスの指導者
が佐野の弟子であったことを知り，息を呑んだ。そこから
私の「メキシコ時代の佐野碩研究」が始まった。
留学期間が終わり，いったん帰国したが，メキシコ時代
の佐野碩の足跡を追うには時間が限られていることが気に
なった。1939年にメキシコに入国した佐野の初期の活動
を知る人は私が「セキサノ」に出会った1979年の時点
ですでに高齢に達していた。彼らの証言を記録する時間は
あまり残されていない。メキシコでは佐野碩の研究にはま
ったく手がつけられていなかった。佐野の遺品がどこに遺
されているのかも分からないという。メキシコで荼毘に付
されたという佐野の遺骨の所在もこの時点では不明だった。
このままでは佐野碩の足跡が消えてしまう。1980年に私
は再びメキシコへ渡った。佐野が設立した演劇学校で学ん
だ弟子たち，佐野が演出した舞台に俳優として係わった人
たちなどを探し出し，話を記録した。佐野の遺品の所在も
突き止め，遺された直筆の資料類を複写した。図書館にこ
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もり，佐野がメキシコに滞在した27年間の関連記事をつ
ぶさに調べた。メキシコ時代の佐野碩についての調査研
究を続ける中で佐野がメキシコ演劇の近代化に果たした役
割は次第に明らかになっていった。スター主義からアンサ
ンブル重視へ，恣意的で誇張された演技から科学的な演技
へ，風俗劇からリアリズム演劇へ。その分水嶺に佐野碩が
いた。しかし同時に佐野の没後，彼の演劇理念を目に見え
るかたちで受け継いだ演劇人やグループがいないことも分
かってきた。佐野がメキシコで教えた弟子の数は5000人
を越えるといわれているが，そのほとんどが俳優であった。
俳優たちは佐野を「卒業」し，それぞれの現場に戻ってい
った。こうして佐野はメキシコ演劇史の中の人物になった。
佐野の理念を受け継ぎ，現在も活動を続けている演劇集
団があることを知ったのは，佐野のコロンビアにおける活
動を追った時であった。1955年，メキシコにいた佐野の
元に，コロンビア政府からの招聘状が届く。黎明期にあっ
たテレビの俳優を育てて欲しいという依頼であったが，ボ
ゴタへ渡った佐野は招聘側の意図を超え，本格的な演劇学
校を作った。しかし，学校が軌道に乗った3ヵ月後，「共
産主義者であることが判明した」との理由で佐野は国外退
去を命じられる。佐野は去ったが，このときに彼の元で学
んだ50人ほどの生徒の中に今回来日したサンティアゴ
ガルシアがいた。建築学を修め，すでに建築事務所で働い
ていたガルシアは，何か引き付けられるものがあって，佐
野の学校に登録したという。佐野との出会いがガルシアの
人生の転機になる。演劇が単なる娯楽ではなく，芸術的に
も社会的にも無限の可能性を秘めたものであることを知っ
たという。その後，ガルシアはチェコスロバキアやドイツ
でも演劇の研鑽を積む。そしてコロンビアで初めての独立
劇団エルブオを結成する。ここから1970年代に始まる
コロンビアの「ヌエボテアトロ」（新しい演劇）運動が始
まった。1966年に結成されたガルシアの劇団テアトロ
ラカンデラリアはラテンアメリカの民衆演劇を牽引する
劇団として現在まで活動を続けてきた。
テアトロラカンデラリアはその40年を越える歴史
の中で，「集団創作」という独自の手法を編み出した。多
くの社会的な矛盾を抱えるコロンビアにあって，その現実
に真っ向から向き合う演劇を創るには欧米先進国とは異な
るドラマトゥルギーが必要なのである。ガルシアはブレヒ
トに学び，ユングに学び，太陽劇団のムヌーシュキンに学
び，オディンシアターのユージニオバルバに学んだ。
「集団創作」の理論はその著書『演劇の理論と実践』（3巻）
にまとめられ，ラテンアメリカ全域の民衆演劇運動に大き
な影響を与えてきた。ガルシアは佐野との出会いから演劇
の道に進んだが，「集団創作」の理論化と実践は彼とテア
トロラカンデラリアのメンバーの功績である。しかし，
ガルシアが，演劇を成立させるための必須条件は，集団が
自分たちの拠点劇場を持つこと，集団が恒常的なメンバー
で構成されること，レパートリー演目を持つことであると
断言するとき，ここに佐野碩が理想とした演劇と一つに重
なるのである。何より，民衆とともにある演劇を佐野は目
指した。メキシコ入国直後の佐野は労働組合を拠点に活動
したが，第二次世界大戦を境に「転向」を余儀なくされ，
その後は表立った政治色が消える。しかし，状況さえ許さ
れれば，テアトロラカンデラリアと同じように社会変
革を目指すプロレタリア演劇を追究したに違いないと思う
のである。メキシコ入国直後から晩年に至るまで，佐野も
前述の「必須条件」を繰り返し述べ，その実現を志した。
その夢は何度も実現に近づくが，毎回頓挫した。1955年，
コロンビアに渡った時期に佐野が書き残した劇団構想にも
「必須条件」がはっきりと記されている。没する1年前に
行われた講演会でもこのことを熱く語っている。佐野の晩
年の夢は，恒常的なメンバーからなる自分の劇団を引き連
れて，レパートリー演目を日本で披露することであったと
いう。しかし，1932年に日本を後にした佐野は，再び日
本の土を踏むことがなかった。
佐野は夢を実現できなかった。ならば，佐野の理念を受
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け継いだガルシアの劇団を日本に招こう。佐野が彼の地に
蒔いた種の実りを日本に紹介したい。この「妄想」ともい
える思いが，今回の招請企画の始まりであった。
世田谷パブリックシアターからラテンアメリカ演劇
研究会へ
三軒茶屋駅の上に聳え立つキャロットタワーには世田谷
パブリックシアターがある。1998年の開場から，東京の
演劇シーンのもっとも優れた舞台を提供し続けてきた劇場
である。世田谷区の公共施設でありながら，芸術監督を置
き，多くの演劇専門家の参画によって活動を続ける新しい
時代の演劇システムとしても注目されてきた。単に「箱」
を提供する施設ではなく，文芸部を中心に進められるさま
ざまな研修企画やワークショップに演劇発信基地としての
気概がみなぎる。昭和女子大から歩いて7，8分の距離に
位置する。私は数年前からたびたび講座やワークショップ
を覘くようになった。地域住民を対象にいくつかのテーマ
を展開させる「地域の物語」というワークショップに参加
したときのことである。ファシリテーターと呼ばれるリー
ダーたちが用いている手法がブラジルの演出家アウグスト
ボアールが編み出した民衆演劇の手法であることに気が付
いた。日本にとってラテンアメリカ演劇は未知の分野であ
ると信じきっていた私にとってこの事実は衝撃的であった。
ボアールは，舞台の上から作家，演出家，俳優が投げかけ
るメッセージが一方的に観客に向かう旧来の演劇の枠組み
そのものを否定し，舞台と観客の境を取り去った新しい演
劇の場を提唱した演出家であった。「観客は俳優とおなじ
ように，主体として，行為する人間として，存在しなけれ
ばならない」とするボアールの演劇では，演じることは劇
作家の世界観の再現ではなく，社会行動の演習なのである。
ボアールの著書『被抑圧者の演劇』は，識字教育を通じて，
民衆が主体的批判的に社会に係わる姿勢を説いた同じく
ブラジルのパウロフレイレの『被抑圧者の教育学』とと
もにラテンアメリカにおける文化の方向性を転換させた。
ボアールの演劇理論は世界各地のワークショップで取り上
げられていることを知ってはいたが，日本での実践者がい
ることは全く知らなかった。「ラテンアメリカ演劇」と
「民衆演劇」という共通の関心事がファシリテーターたち
と私を結びつけ，ここから「ラテンアメリカ演劇研究会」
が誕生した。月例会を開き，ラテンアメリカ演劇をさまざ
まな方向から検証する勉強会を重ねていった。
「ラテンアメリカ演劇研究会」には，前述のファシリテ
ーターをはじめ，路上演劇の実践者，大学教員など10名
ほどのメンバーが参加したが，この会を特に意義深いもの
にしたのは，日系ペルー人の演劇グループ「セロウアチ
パ」からの参加者を得たことであった。大田区の蒲田教会
を拠点に活動するこの演劇グループは，日本で働く日系人
が抱えるさまざまな問題を演劇化し，日本語とスペイン語
で公演を打つというユニークな活動をしている。彼らもま
た「社会行動としての演劇」の実践者なのである。さらに，
時おり，コロンビア人の参加者も勉強会に加わるようにな
っていった。日本にラテンアメリカを研究する団体は数多
くあるが，日本人とラテンアメリカ人がともに学びあう研
究会は他にはないのではないか。小さな研究会ではあった
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アリサ演出の『アンティゴナ』でクレオンテ
を演じるガルシア
テアトロラカンデラリア劇場中庭
（観客の歓談の場となる）
が，日本語とスペイン語が飛び交う中で，地道な活動を続
けた。そしてここから，2005年4月に「テアトロラ
カンデラリア招請実行委員会」が誕生した。
テアトロラカンデラリア招請実行委員会と日本
演出者協会
招請実行委員会の代表を務めることとなった私の個人的
心情的な動機は上に述べた「妄想」である。しかし客観的
にみても，日本ではほとんど情報のないラテンアメリカ演
劇を，劇団を招聘して紹介することには非常に大きな意義
があることは間違いない。演劇はリアルタイムの芸術であ
る。作品と観客が同じ空間を共有することではじめて成り
立つ。研究者が現地に出向き持ち帰る情報や，文献をもと
に伝えられる内容は，演劇の輪郭でしかない。他の実行委
員会メンバーもおなじ気持ちであった。劇団が来日し，日
本の観客と出会う。そこからきっと何かが生まれる。実行
委員会には経済的なバックもない，劇団招聘の経験もない，
メンバーはそれぞれに忙しい本業に追われる身で月1回の
月例会への出席もままならない小さな市民グループが抱く
にはあまりにも大きな野望だったが，それでもラテン的な
気質に押されて企画実現に乗り出した。
当初の課題は上演作品の選定，作品研究，在日コロンビ
ア大使館との折衝，在コロンビアの日本大使館との折衝，
企画に協力してくれる劇場探し，製作担当者探し，企業メ
セナとの折衝，企画サポーターの動員などであった。しか
し，およそ2千万円の費用がかかる総勢20人近い劇団の
招聘に力を貸してくれる劇場や企業は簡単には見つからな
い。確実な観客動員も見込めない未知のラテンアメリカ劇
団招聘事業にける団体があるはずがないのである。それ
でも，実行委員会はあきらめなかった。ただし，路線変更
は必要であることは認識した。企画を2段階に分けた。ま
ずは2008年に劇団代表者2名を招聘し，講演会とワーク
ショップを実施する。充分に地ならしをし，第2段階で劇
団を招請するという方針に転換した。2名の招聘ならばど
うにかなるだろう。文化庁の海外二国間交流計画の枠はす
でに移民100周年を迎えるブラジルに当てられ，申請さえ
できないことが判明した。そこで，国際交流基金の知的交
流会議助成プログラムに申請を出した。佐野碩とラテンア
メリカをめぐる興味深い企画が通らないはずはない。実行
委員会はどこまでもラテン気質であった。とは言え，この
申請と同時に，演劇における国際交流事業に実績のある日
本演出者協会にも企画についての相談を持ちかけた。日本
演出者協会は，日本で紹介されることの少ない演劇への関
心が深く，すでにスペインや南米ボリビアからの人物招聘
の経験があることが分かっていた。「佐野碩」と「南米」
のキーワードが協会を動かした。協会はこの企画について
文化庁への助成金申請を行うことになった。
2008年3月。実行委員会が申請した企画は落選との通
知が国際交流基金から届いた。申請書には書き方があり，
そのコツを心得ていないとなかなか選んではもらえないの
だ。次の助成金探しを模索し始めた頃，演出者協会から文
化庁の芸術団体育成支援事業の助成枠が取れたとの連絡が
入った。協会は，実行委員会を共催者と認め，協働作業が
始まった。招聘期間は2008年10月27日から11月11日
までの16日間。前半は演出者協会のプログラムを実施し，
後半の7日間を実行委員会のプログラムに当てることにな
った。 費用のほとんどは演出者協会から出費される。例
えるなら，れそうになりながら犬きで泳いでいた実行
委員会が大型クルーザーに救い上げられた格好だった。日
本演出者協会の参画なくしては，この企画は日の目を見な
かっただろう。しかし，ここから先も，実行委員会は「大
型クルーザー」の上で身を粉にして働いた。自腹を切って
コロンビアへ打ち合わせに飛んだ。コロンビアとの連絡は
すべて実行委員会の仕事だった。日本演出者協会のプログ
ラム構成作業にも加わった。その一方で，実行委員会独自
のプログラムの準備に取り掛かった。
実行委員会はガルシアとアリサの来日を劇団招聘へ向け
ての第1段階と捉えていた。両名の来日を実りあるものに
するためにも，また劇団来日の折の観客開拓のためにも，
来日関連企画を準備すべきであると考えた。「来た，話し
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た，去った」，あるいは「来た，演じた，去った」という
事実だけが残るかたちは避けるべきだとメンバーの誰もが
考えた。実行委員会メンバーのひとりが勤務する明治大学
では，明治大学リバティーアカデミー講座「ラテンアメリ
カの民衆社会と社会行動―生の文化体験をとおして探る―」
（全7回）を企画した。私が勤務する昭和女子大学のオープ
ンカレッジでは，「コロンビアを体験する―自然の恵みと
文化を味わう―」（全8回）がコロンビア日本修好100周
年記念特別企画として開講された。前者は，前述のボアー
ルやフレイレにも触れる民衆運動に特色を持たせた講座で，
学生やラテンアメリカをある程度知っている社会人を対象
とした。後者は，大使館の全面的な協力を得て，コロンビ
アのプラスのイメージを紹介する内容を，ラテンアメリカ
に関心のある女性をターゲットに絞り込んだ。ガルシアも
テアトロラカンデラリアも，コロンビアの政治社会
の矛盾に鋭く切り込む立場を取る。その劇団招聘の話に大
使館は警戒感を滲ませていたが，大使館抜きには招聘事業
は成立しえない。その意味で，昭和女子大学の明るいイメ
ージの講座開講は大使館と実行委員会の信頼関係にプラス
に働くであろうことも視野に入っていた。
日本演出者協会のプログラムは，東京と京都の協会拠点
でのワークショップとレクチャーだった。実行委員会は，
これに加え，早稲田大学演劇博物館 グローバルCOEプ
ログラムの枠内の講演会「南米コロンビアの社会状況と演
劇」，上智大学イベロアメリカ研究所主催の講演会「コロ
ンビアの民衆演劇」を準備した。立命館大学ではパトリシ
アアリサが作成したドキュメンタリー映画『消えた家族
たち』の上映を盛り込んだトーク「南米コロンビア 虐殺
の記憶～おんなたちの演劇活動を通して～」を企画した。
前述の「セロウワチパ」はガルシアを囲む「日本の中の
ラティーノ演劇」と題する出会いの場を日本キリスト教団
蒲田教会で開催することになった。
さらに実行委員会は，講演会やワークショップの参加者
に体験と理解を深めて欲しいとの意図から，ガルシアの著
作集の中から主要な論文を訳出し『演劇の理論と実践―抄
訳集』を作成した。突貫工事ではあったが，来日前に約13
万字からなる簡易製本の冊子が完成した。また，メーリン
グリストを用いてこの企画に関心を寄せてくれる人たちに
定期的に進捗状況を知らせた。およそ50人のウォッチャ
ーがこのメーリングリストを通じて企画の成り行きを見守っ
た。ホームページも，日本語とスペイン語で作成した。実
行委員会が負担する両名の滞在費を集めるための募金活動
も行った。およそ25万円の寄付が集まった。準備は整った。
ガルシアとアリサが伝えたこと
10月27日，予定通り両名が来日した。28時間の長旅を
終えて成田に降り立った82歳のガルシアは，驚くほど元
気だった。16日間の滞在中に，30までの数字と詩を一編，
日本語で覚えて帰るのだと宣言し，東京へ向かうリムジン
バスの中で早速，数の学習を始めた。ガルシア，アリサの両
名とも，予定されていた全てのプログラムを精力的にこなし
た。観光にはほとんど関心を示さず，ワークショップと講演
会の場で出会う人々との交流を通して日本が見えると言った。
本稿の主旨から逸れるので，ワークショップや講演会の
内容の詳細はここに記さないが，二人が伝えたことの概要
をかいつまんで紹介する。
ワークショップでは，テアトロラカンデラリアのド
ラマトゥルギーの骨子である集団創作のエッセンスが伝授
された。集団創作は「調査」「創案」「創造」の3行程から
成るという。「調査」とは歴史や現実社会の中からテーマ
を見つけ出す作業である。劇団はこれを集団で行うが，そ
のとき，もっとも重視されるのは直観と，集合的無意識で
あるという。ここに立脚すれば，おのずと何をテーマに取
り上げるべきかが見えてくるのだ。ガルシアはミケランジ
ェロの創作行程を例に挙げた。石切り場で大理石を見つめ
ていると巨岩の塊の中に彫像の姿が見えてくるとミケラン
ジェロは言う。それと同じ行程を演劇作品もるとする。
また，ガルシアは「エネルギー」という言葉を頻繁に用い
た。集団創作劇『ナイラ』を創るきっかけとなった古代マ
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早稲田大学に於ける講演会で聴衆からの
質問に耳を傾けるアリサとガルシア
ヤの寺院の発するエネルギー。観客から発せられるエネル
ギー。それが創造する者の持つエネルギーと呼応しあう中
からテーマが立ち上がる。直観は量子力学の産物だとも述
べた。第2段階の「創案」では，自己の中に存在する他者
を見出し，それをもとに仮面＝人物を創り出す。第3段階
の「創造」の出発点にあるのは生身の役者の内にある個人
的な体験である。これを用いて現実を映し出すイメージを
紡いでいく作業に取り掛かるのだが，この際にアクション
が何にもまして重要な要素になる。文学や音楽が勝るとア
クションがぼやける。アクションが生み出すイメージは，
「そのもの」を現すのではなく，「そのもの」を超越しなけ
ればならない。
ガルシア，アリサはそれぞれ合計6時間のワークショッ
プを実施したが，両名とも冒頭の1時間半は語り続けた。
ワークショップとしては異例の長さである。語り終えると，
彼らはその場を去った。これも異例の展開である。エッセン
スだけを伝授され，あとは4，5人のグループごとに自由に
15分の作品を創りあげるようにと告げられた参加者たちは
戸惑った。それでも，講師の話を手がかりに，各グループ
の「集合的無意識」のありかを探し，場のエネルギーを感
じ取りながら作品を創りあげた。合評会の場で，講師はそ
れぞれの作品にコメントを加えた。理論書からは得られな
かった集団創作のイメージが見えてきた。ガルシアの劇団
はおよそ2年をかけて一つの集団創作劇を創る。膨大な量
のフィールド調査，社会学者など多分野の専門家との協議，
読書の蓄積をベースに直観と集中力で現実社会の中からミ
ケランジェロのいう「彫像」を取り出して行くのだ。ひと
りの作家の現実理解や世界観の反映ではなく，現前の世界
の表出を手助けする作業が「集団創作」なのだと理解した。
講演会では，ガルシアは佐野碩との出会いと経験を存分
に語った。独立劇団結成ののち初めて演出した作品が三島
由紀夫の『近代能楽集』の「葵上」であったことや舞踏の
大野一雄との出会いにも触れた。日本の聴衆への心遣いで
ある。コロンビアで民衆演劇を持続的に実践することの難
しさも語った。「コロンビアでは，演劇は贅沢品（luxury）
ではなく，必要不可欠（necessity）なのだ」という言葉が
それを物語る。「政治には社会は変えられない。文化/演
劇に社会変革の力がある」とする信念が40年を越える活
動を支えたのだと感じた。
アリサは持参したパフォーマンスの記録映像を披露し，
解説した。ボゴタ市の国会議事堂前の広場に何トンもの土
を運び込み，政治混乱の中で土地を奪われた国内難民が歌
と踊りとパフォーマンスで抗議する映像。同じく国会議事
堂前の広場に持ち込まれたおびただしい数のテーブルの上
に置かれた国内テロ犠牲者の写真に供養の薔薇を捧げる遺
族の映像。スクリーンに映し出される映像は聴衆に大きな
衝撃を与えた。コロンビアで演劇をすることはすなわち，
社会行動なのだということを知った。反体制的な演劇活動
を行うことで危険はないのかという聴衆の問いに，アリサ
は「民衆と，劇団に対する国際的認知がわれわれを護って
くれる」と答えた。
ガルシアとアリサの来日が残したもの
この3年間，劇団や演劇人の招聘企画を推し進めること
については，常に戸惑いがあった。これは，研究者の仕事
なのか？ しかし，今は思う。演劇は文学ではない。生身
の人間が出会う社会行動なのである。出会いから生まれる
感動や新たな局面が演劇の真髄だとすれば，演劇の現場に
係わっていくことは研究の一翼なのだ。
ガルシアとアリサの来日はたくさんの置き土産を残した。
『抄訳集』は出版企画が進行中である。講演会を聴いた両
国の「シアターΧ（カイ）」のプロデューサーが南米演劇
研究会の発足を提案した。両名の来日にまつわる実行委員
会の動きを見守った在日コロンビア大使館は2010年の大
使館主催文化交流事業候補に劇団招聘を加えると連絡して
きた。劇団来日は一歩実現に近づいた。
劇団来日は冒頭に述べた「妄想」の実現であるかもしれ
ない。しかし，佐野碩の「里帰り」とは，実は，ラテンア
メリカの演劇への関心が日本に生まれることなのだ。 10
人にも満たない実働部隊で出発した実行委員会のこの冒険
は，今，新しいステージを迎えている。
来日時に30までの数を覚えると宣言したガルシアは，
100まで覚えて帰国した。とりわけ気に入った数字は3，4，
5だった。「サンシァゴ」と覚えるのだと言った。自
分の名前「サンティアゴ」に引っ掛けたのだ。80歳を超
えてのこの記憶力と遊び心に，劇団を引き連れての再来日
を確信した。
（よしかわ えみこ 現代教養学科）
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